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竹の子……………・150g
帆立興柱の缶詰………1缶
シイタケ………………2枚
長ネギ………………1/2本
ニンジン……………・40g
きぬさや……………・40g
ゴマ油…………大さじ 1

スープ(鶏がら)・…4カ ップ
しょうゆ…………小さじ1
酒…………………大さじ1
塩…………………小さじ1
こしょう…………少々
片栗粉……………大さじ1
水…………………大さじ1
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①
竹
の
子
は
、
３
～
４

ｃ
ｍ
の
長
さ
の
薄

い
＜
し
形
に
切
る

②
貝
柱
は
ほ
ぐ
し
、
缶
汁
は
と
っ
て
お
＜
。

し
い
た
け
は
、
薄
切
り
に
す
る
。
長

一　
　
ネ
ギ
は
、
斜
め
の
薄
切
り
に
す
る
。

一　
　
二
ン
ジ
ン
は
短
円
切
り
に
す
る
。
さ

一　
　
ぬ
さ
や
は
、
筋
を
取
っ
て
、
斜
め
に

一　
　
半
分
に
切
り
、
姉
で
て
お
＜
。

③
鍋
に
ゴ
マ
油
を
熱
し
て
、
竹
の
子
、
し

一　
　
い
た
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、
三
ン
ジ
ン
、
長
ネ
ギ
を
加

一　
　
え
て
炒
め
、
貝
柱
と
缶
汁
ス
ー
プ
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．　
　
加
え
煮
立
っ
て
か
ら
、
２
翁
＜
ら
い

煮
て
、
調
味
し
、
水
溶
き
片
栗
粉
を

加
え
、
と
ろ
み
を
つ
け
て
き
ぬ
さ
や

を加える　　一磯耐中』
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ゴ

為
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で
し
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。
　
ユ
ニ
ツ
ト
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し

て
崚

か
い
浴
墜

に
な
り
ま
し
■
。

ま
た
。
０
　
”
一叶
い
う
１
汗
サ
イ

ス
の
お
風
Ｂ
氏
な
り

、
ゆ
っ
た
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と
入
浴
Ｅ
楽
し
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で
い
た
だ
‥す
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Ｒ
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肝
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汀
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用
ス
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し
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０
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＜
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ど
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―
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初権ポ
炉姉酪
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［

研
ぐ
オ
で
な
が
通
る
よ

で
、
「ゆ
で
し
、ゆ
で
オ
に

は
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【盤巌
舞
吋
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燃れ
ぞ
勲
型
？郵薇
む
妹

「
争
の
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」
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プ
レ
ビ
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ア
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蹴
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。
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伊
藤
燃
設
で
は
、
事
務
所
の
開
き
ス
ペ

―
ス
を
ご
希
望
の
方
に
無
料
で
お
貸
し

し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
サ
ー
ク
ル
の
活
動

場
所
や
教
室
を
お
探
し
の
方
な
ど
に
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
詳
し
＜
は
担
当

伊
藤
美
香
ま
で
。
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９
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